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巻頭言

建設機械施工分野における 
環境対策への期待

߂　　　ڮ　ߴ

近年，マスコミのニュースで「災害ྻౡ」という言
༿がฉかれるようになってきた。それほど，近年では
大規自વ災害が多発している。一ੲ前までは「ήリ
ラ߽Ӎ」はฉき慣れない言༿であったが，最近では一
般的な気用ޠと言っても過言ではないほどසൟに
用されるようになってきている。2014 年の߽Ӎによ
る広ౡ市での土砂災害，2011 年の෩ 12 ߸による近
地方での土砂災害などの大規災害はήリラ߽Ӎにـ
よるඃ害の代表例と言える。ήリラ߽Ӎのようなҟ常
気は，地ٿԹஆ化による気ީ変動が 1つの要Ҽであ
るとも言われている。そのため，様々な分で地ٿԹ
ஆ化対ࡦ，地ڥٿ保全に対する取り組みが進められ
ている。建設機械施工分でも同様であり，本ڠձで
も「建設施工における地ٿԹஆ化対ࡦの手引き」や「地
ܒ，省Τネ運転マニュアル」を出൛し　ࡦԹஆ化対ٿ
活動を行っていることはձ員各位͝存じの通りであ
る。また本ڠձࢽでも，ڥ関連の特ूが定期的に組
まれ，建設機械施工分におけるڥ対ࡦが重要視さ
れていることがうかがわれる。
とこΖで，建設機械施工分におけるڥ対ࡦは，
排ガス関，廃غリサイクル関，機械のৼ動・૽
Ի関，Ԛછ土対ࡦなど多ذにる。排ガス関で
は，建設機械メーカーなどがੵۃ的にΤンジン開発を
行っており，地ٿԹஆ化防止に大いに貢献しているこ
とは言うまでもない。今では大ֶのオープンキャンパ
スはしいものではなくなってきたが，ච者がॴଐし
ている౦北大ֶ工ֶ部では，20 数年以上前からこの
オープンキャンパスを行っている。始めた当時は，子
ばれ始めた時であり，理Պ離れڣたちの理Պ離れがڙ
を少しでも৯い止めようと，主として小ֶ生を対と
し，小ֶ生に৭々な不ٞࢥ体験をさせて，理Պ・Պֶっ
て面നいとײじてもらえるような力をしていた。当
時，に連れられてキャンパスに来ていた小ֶ生に
建設機械のイメージをฉくと，「ࠇいԎをもくもくと
ుいて，力ڧくಇく大きな機械」という回が多くฉ
かれた。しかし，最近では，「力ڧくಇく大きな機械」
は同じでも「ࠇいԎをもくもくとుいてಇいている」
という回は全くと言っていいほど無い。建設機械の
進าにい，建設機械に対する子ڙたちのイメージも
ঃ々に変わってきている。近年では，ϋイブリッドショ

ベルのような地ڥٿに優しい建設機械も続々と開発
され，市場に入されている。建設機械メーカーのஎ
ま͵力にܟҙを表したい。
現在のจ໌ࣾձをҡ持・発లさせるためには，資源・

ΤネルΪーの確保，インフラなどのࣾձ基൫整උはܽか
すことができないことは୭しもがೝめるとこΖであΖう。
しかし，人間が活動するとどうしてもΰミが出る。廃
。問題の1つであるڥٿ問題は避けて通れない地غ
そこで，建設機械施工分でも，施工にって排出され
る廃غをۃ力削減したり，また廃غを࠶資源化し，
有効利用して॥型ࣾձの構ஙに貢献するための力
が精力的に進められている。ච者のࣨڀݚでは，建設
Ԛటなどの未利用高含ਫ比ట土の࠶資源化に関するݚ
を進めているが，この技術は౦日本大災で発生したڀ
大量のଯੵのॲ理・࠶資源化にも多少ではある
が貢献した実を有する。上にଧち上げられた
ଯੵは時間とともに一種の天日ס૩ঢ়ଶになり，ᝲ分
けによりガレキがআڈされ，防ைఅ建設などに利用され
ている。一方，ߓやఈからᔱᕕされたଯੵ
の一部には，本ࣨڀݚで開発した࠶資源化工๏（ણҡ
質ݻ化ॲ理土工๏）が適用され，༡ਫ地のఅ防整උや
ඃ災したఅ防の補ڧ・ਹ上げなどに有効活用されている。
これは，建設機械施工分における廃غリサイクルを
目指して開発した技術が，ඃ災現場での復旧にもد༩
できることを示したものであり，国ࡦでもある国土ڧਟ
化・災害にڧい国づくりにもつながる一例と考えている。
Ѵ子ஂࡒは，「地ڥٿ問題と人類の存続に関す
るアンケート」を毎年実施し，ةڥ機時計を発表し
ているが，それによると，ةڥ機時計は 9時少し過
͗を指し，「ۃめて不安」レベルにある。世界ऴ時
計は，֩戦૪などによる人類のऴをޕ前ྵ時とし，
そのऴまでのり時間を示すものであるが，現在は
機ةڥ，前ྵ時数分前である。これと比ֱすればޕ
時計はまだましではあるが，それでも地ڥٿ問題は
待ったなしのঢ়況である。これまで進められてきてい
る建設機械施工分での地ٿԹஆ化防止対ࡦやڥ対
の改善や保全ڥٿが今後ӹ々進లし，少しでも地ࡦ
につながることを期待したい。
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